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経
済
状
況
の
概
観

●
実
は
、
厳
し
い
景
況
感

　

日
経
平
均
株
価
は
、
バ
ブ
ル
経
済
時

の
１
９
８
９
年
12
月
29
日
に
つ
け
た
3

万
８
９
５
７
円
44
銭
の
最
高
値
を
超
え

て
、
本
稿
執
筆
時
の
２
０
２
４
年
2
月

22
日
に
は
、
34
年
ぶ
り
に
一
時
3
万
８

９
５
７
円
44
銭
と
な
り
、
最
高
値
を
更

新
し
ま
し
た
。

　

日
本
の
株
高
は
、
円
安
効
果
で
海
外

売
上
比
率
が
高
い
企
業
や
半
導
体
関
連

企
業
の
業
績
向
上
も
あ
り
ま
す
が
、
２

０
２
４
年
1
月
か
ら
始
ま
っ
た
新
Ｎ
Ｉ

Ｓ
Ａ
に
よ
る
株
式
市
場
へ
の
資
金
流
入

や
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
海
外
の
機
関
投
資

家
が
「
円
安
に
よ
っ
て
日
本
株
が
割
安

に
購
入
で
き
る
」
と
判
断
し
て
い
る
こ

と
も
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
暦
年
ベ
ー
ス
で
見
た
実

質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
予
測
で
は
、
２
０
２

４
年
は
プ
ラ
ス
0.1
％
に
留
ま
っ
て
い
ま

す
（
第
一
生
命
経
済
研
究
所 

２
０
２
３

年
12
月
8
日
）。

　

ま
た
「
日
本
経
済
展
望 

２
０
２
４

年
2
月
」（
日
本
総
合
研
究
所
）
の
見

解
で
は
、「
今
後
、
企
業
の
景
況
感
と

し
て
賃
金
の
上
昇
で
金
融
政
策
が
正
常

化
し
た
場
合
、
零
細
企
業
の
経
営
環
境

が
悪
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
人
件
費

3
％
、
金
利
2
％
上
昇
で
倒
産
は
2
割

増
」
と
し
て
い
ま
す
。

　

同
じ
く
「
最
近
の
消
費
低
迷
の
背
景

を
探
る 
―
引
退
世
帯
は
堅
調
も
勤
労

者
世
帯
が
下
振
れ
―
」（
日
本
総
合
研

究
所
）
に
は
、「
勤
労
者
世
帯
で
は
選

択
的
支
出
へ
の
割
合
が
高
く
、
物
価
高

で
消
費
が
抑
制
さ
れ
や
す
い
傾
向
が
あ

る
」「
勤
労
者
世
帯
で
は
賃
上
げ
幅
に

バ
ラ
ツ
キ
が
あ
る
た
め
、
多
く
の
低
所

得
世
帯
で
所
得
が
増
加
し
て
お
ら
ず
、

消
費
が
低
迷
し
て
い
る
」
な
ど
と
記
さ

れ
て
お
り
、
企
業
だ
け
で
は
な
く
労
働

者
、
消
費
者
の
景
況
感
も
厳
し
い
状
態

と
い
え
ま
す
。

日
本
国
内
の
賃
上
げ
動
向

●
中
小
・
小
規
模
企
業
は
厳
し
い

　

安
倍
政
権
以
来
、
日
本
政
府
も
最
低

賃
金
の
上
昇
に
注
力
し
て
お
り
、
1
月

22
日
に
、
２
０
２
４
年
の
賃
上
げ
に
つ

い
て
岸
田
首
相
、
武
見
厚
生
労
働
大
臣
、

経
団
連
の
十
倉
会
長
、
連
合
の
芳
野
会

長
ら
を
交
え
た
政
労
使
会
議
が
行
わ

れ
、
首
相
は
「
物
価
上
昇
を
上
回
る
構

造
的
賃
上
げ
」
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

第
一
生
命
経
済
研
究
所
で
は
、
２
０

２
４
年
の
春
闘
賃
上
げ
率
を
3
・
95
％

（
厚
生
労
働
省
「
民
間
主
要
企
業
春
季

賃
上
げ
要
求
・
妥
結
状
況
」
ベ
ー
ス
）

と
の
予
測
を
発
表
（
２
０
２
４
年
1
月

低コストな福利厚生の充実で
モチベーションアップ！！

開智国際大学 元准教授
株式会社ビジネス忠臣蔵 顧問

今村 健太郎
E-mail   k.imamura888@gmail.com

Th
e title

1

　円安、物価上昇、株高に伴い日本政府からの賃上げ要請

が続くも、中小企業では、原材料や配送料の値上がりを価

格転嫁するのも難しく、最低賃金も韓国やオーストラリア

と比較すると日本の方が安く、外国人や若者の採用にも苦

労しています。ここで何も手を打たなければ、既存従業員

も退職して業務が滞ってしまうことも…。そこで、現在の

雇用状況などを振り返りつつ、福利厚生でコストを抑えて

従業員のモチベーションを上げる方法を解説します。

mailto:k.imamura888@gmail.com
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特集企画／「労働時間短縮」と「賃上げ」板挟み経営の打開策

24
日
）。
連
合
で
は
、
２
０
２
４
年
春

闘
で
「
＋
5
％
以
上
」（
定
期
昇
給
分

2
％
＋
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
3
％
以
上
）
の

賃
上
げ
を
目
安
と
し
て
い
ま
す
。

　

日
本
商
工
会
議
所
が
全
国
６
０
１
３

社
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
（
２
０
２

４
年
2
月
14
日
発
表
）
で
は
、
２
０
２

４
年
度
に
賃
上
げ
実
施
予
定
と
す
る
企

業
が
61
・
3
％
で
し
た
。
た
だ
し
、
従

業
員
規
模
5
人
以
下
の
企
業
で
は
32
・

7
％
に
留
ま
り
、
賃
上
げ
率
を
3
％
以

上
と
す
る
企
業
は
36
・
6
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

賃
上
げ
実
施
企
業
の
中
で
「
業
績
の

改
善
が
み
ら
れ
な
い
が
賃
上
げ
を
実
施

予
定
（
防
衛
的
な
賃
上
げ
）」
は
60
・

3
％
と
高
い
水
準
に
あ
り
、
２
０
２
３

年
10
月
の
最
低
賃
金
引
上
げ
を
受
け

「
最
低
賃
金
を
下
回
っ
た
た
め
賃
金
を

引
上
げ
た
」
企
業
（
直
接
的
な
影
響
を

受
け
た
企
業
）
は
38
・
4
％
で
す
。

　

２
０
２
４
年
度
の
最
低
賃
金
改
定
に

対
し
て
「
引
下
げ
る
べ
き
」
と
「
引
上

げ
は
せ
ず
に
現
状
の
金
額
を
維
持
す
べ

き
」
の
合
計
41
・
7
％
と
い
う
数
値
を

見
て
も
、
企
業
か
ら
見
た
賃
上
げ
は
容

易
で
な
い
こ
と
が
見
て
取
れ
ま
す
。

海
外
と
の
取
り
合
い
の
人
材
難

●
外
国
人
と
日
本
の
若
者
の
本
音

　

近
年
、
隣
国
で
あ
る
韓
国
の
賃
金
上

昇
率
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
韓
国
の
最

低
賃
金
は
全
国
一
律
で
、
２
０
２
４
年

の
最
低
賃
金
は
９
８
６
０
ウ
ォ
ン
（
約

１
１
１
６
円 

時
給
ベ
ー
ス
）
と
過
去

10
年
で
約
1
・
89
倍
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
日
本
で
は
最
低
賃
金

が
一
番
高
い
東
京
で
も
、
２
０
１
４
年

2
月
時
点
の
８
６
９
円
か
ら
、
２
０
２

３
年
2
月
時
点
の
１
１
１
２
円
と
約
1

・
28
倍
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

最
低
賃
金
近
く
の
給
与
水
準
に
抑
え

ら
れ
て
い
る
外
国
人
技
能
実
習
生
に
限

ら
ず
、
数
年
前
か
ら
多
く
の
外
国
人
労

働
者
は
「
ブ
ル
ー
カ
ラ
ー
で
も
日
本
で

働
く
よ
り
も
韓
国
の
方
が
い
い
」
と
言

い
始
め
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
若
者
も
「
飲
食
店
な
ど
の
ア

ル
バ
イ
ト
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

仕
事
を
し
た
方
が
日
本
の
倍
近
い
給
与

が
も
ら
え
英
語
力
も
身
に
つ
く
」
と
の

理
由
で
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
で
日

本
を
離
れ
、
そ
の
数
は
２
０
２
２
／

２
３
年
度
（
6
月
期
）
で
1
万
４
３
９

８
件
に
達
し
て
い
ま
す
（
図
1
）。

従
業
員
と
共
に
あ
る

日
本
的
経
営

●
「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」
雇
用

　

従
来
、
日
本
的
経
営
の
特
徴
と
し
て
、

終
身
雇
用
・
企
業
別
労
働
組
合
・
年
功

序
列
型
賃
金
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た

が
、
日
本
企
業
の
99
・
7
％
が
中
小
・

小
規
模
企
業
で
あ
り
、
大
企
業
は
0.3
％

程
度
で
す
。
し
か
し
、
雇
用
数
で
み
る

と
中
小
・
小
規
模
企
業
が
69
％
に
対
し

て
大
企
業
が
31
％
に
な
り
ま
す
。

　

今
、
企
業
数
の
割
に
雇
用
数
が
多
い

大
企
業
で
、
希
望
退
職
を
募
る
こ
と
や

退
職
勧
奨
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
お
り
、
ま
た
労
働
組
合
の
組
織
率
も

低
下
し
、
役
職
定
年
が
設
け
ら
れ
て
一

定
の
年
齢
以
降
は
逆
に
賃
金
が
下
が
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
日

本
的
経
営
の
特
徴
が
変
化
し
て
き
て
い

る
の
は
周
知
の
通
り
で
す
。

　

そ
し
て
、
も
う
ひ
と
つ
日
本
型
雇
用

の
特
徴
と
し
て
話
題
に
な
っ
て
い
る
の

が
「
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
」（
新
卒
で

社
員
を
総
合
職
と
し
て
一
括
採
用
し
、

業
務
内
容
や
勤
務
地
を
限
定
せ
ず
に
雇

用
契
約
を
結
ぶ
仕
組
み
）
で
す
。

　

欧
米
系
企
業
に
限
ら
ず
、
中
国
・
韓

国
・
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
、
日
本
以
外
の

国
と
地
域
で
は
「
ジ
ョ
ブ
型
」
雇
用
が

主
流
と
い
え
ま
す
。

　

ジ
ョ
ブ
型
は
「
仕
事
に
対
す
る
対
価

※ 2024 年 2月時点の最低賃金で韓国、オーストラリアの（　）内は 2月 22日の為替レート

2014年
2月時点
最低賃金

2024年
2月時点
最低賃金

10年間の
増加割合

東京 大阪 沖縄 韓国 オーストラリア

869円

1,112円

約1.28倍

819円

1,064円

約1.31倍

664円

896円

約1.35倍

5,210ウォン

9,860ウォン
（1,116円）

約1.89倍

16.37ドル

23.23ドル
（2,298円）

約1.42倍

図1　各国・地域の最低賃金（筆者作表）
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誤
解
か
ら
学
ぶ
新
規
事
業
実
践
講
座

間
違
い
だ
ら
け
の
新
規
事
業

The serialization title

ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
各
分
野
と
比
べ
て

も
、
新
規
事
業
の
分
野
は
圧
倒
的
に
人

材
が
不
足
し
て
い
る
の
で
す
。

　

周
囲
に
正
し
い
知
識
を
持
っ
た
人
材

が
お
ら
ず
仕
方
が
な
く
ネ
ッ
ト
検
索
に

頼
り
、
セ
ミ
ナ
ー
や
書
籍
な
ど
か
ら
情

報
を
拾
い
集
め
て
試
行
錯
誤
を
繰
り
返

し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報
に
は
不
正
確

な
も
の
も
多
く
、
間
違
っ
て
は
い
な
く

と
も
特
定
の
条
件
下
で
の
み
有
効
で
あ

る
内
容
も
混
在
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
で
は
成
功
は
お
ぼ
つ
か
な
い
ば

か
り
か
、
誤
っ
た
認
識
が
拡
が
る
の
も

無
理
か
ら
ぬ
状
況
と
い
え
ま
す
。

本
当
の
と
こ
ろ
新
規
事
業
は

難
し
い
の
か
、
易
し
い
の
か

　

私
が
登
壇
す
る
年
数
回
の
オ
ー
プ
ン

セ
ミ
ナ
ー
で
「
新
規
事
業
は
難
し
い
と

思
い
ま
す
か
？
」
と
い
う
問
い
か
け
に

対
し
て
、
99
％
の
方
が
「
イ
エ
ス
」
と

答
え
ま
す
。
ま
た
、
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

の
新
規
事
業
の
成
功
確
率
は
10
〜
30

％
程
度
で
す
が
、
果
た
し
て
、
こ
れ
は

真
実
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

冷
静
に
考
え
れ
ば
、
成
功
の
可
能
性

成
功
さ
せ
て
い
る
一
方
で
、
ほ
と
ん
ど

の
企
業
が
着
手
で
き
ず
に
い
る
か
、
挫

折
し
て
い
る
の
が
実
情
で
す
。

　

新
規
事
業
を
自
ら
手
掛
け
て
成
功
し

た
こ
と
が
な
い
が
故
に
、
正
し
い
進
め

方
が
わ
か
ら
ず
迷
走
し
た
り
、
行
き
詰

ま
っ
た
り
す
る
の
で
す
。

●
圧
倒
的
な
人
材
不
足

迷
走
の
原
因
は
明
白
で
、
我
が
国
に

お
い
て
戦
略
的
か
つ
継
続
的
に
新
規
事

業
を
成
功
さ
せ
て
い
る
企
業
は
1
％
に

も
満
た
な
く
、
さ
ら
に
新
規
事
業
に
実

務
で
携
わ
っ
て
い
る
人
材
は
、
そ
の

数
％
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。

　

専
門
職
で
あ
る
人
事
や
経
理
、
マ
ー

新
規
事
業
に
対
し
て

な
ぜ
、
誤
解
が
生
じ
る
の
か

●
正
し
い
進
め
方
を
知
ら
な
い

　
「
新
規
事
業
は
難
し
く
、
な
か
な
か

成
功
し
な
い
…
」
こ
う
し
た
声
を
よ
く

耳
に
し
ま
す
。
私
は
、
30
年
以
上
に
わ

た
り
新
規
事
業
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た

が
、
こ
こ
に
断
言
し
ま
す
。

「
新
規
事
業
は
決
し
て
難
し
い
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
正
し
い
や
り
方
さ
え

身
に
付
け
れ
ば
、
か
な
り
の
確
率
で
成

功
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！
」

　

実
際
、
正
し
い
や
り
方
を
知
っ
て
い

る
一
部
の
企
業
が
次
々
と
新
規
事
業
を

　「新規事業は難しい…」など、新規事業に対する誤

解は枚挙にいとまがなく、その主な原因は人材不足に

よるものです。新規事業の企画を牽引する経営者や、

部下を指導すべき管理職に経験がなければ現場に混乱

が生じるばかりです。さらに、誤った情報に振り回さ

れ迷走するケースもあります。本連載では、私が新規

事業に携わってきた経験則に基づき、様々な誤解を正

しながら新規事業の確かな進め方を解説します。

第 1 回

新
規
事
業
は
本
当
に
難
し
い
の
か
？

http://www.alpha-marketing-corp.com
http://blog.livedoor.jp/alpha_marketing/
mailto:info@alpha-marketing-corp.com
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間違いだらけの新規事業

　

現
状
の
会
社
に
は
、
既
存
事
業
を
通

じ
て
安
定
的
な
収
益
や
顧
客
、
取
引
先
、

ま
た
社
員
や
設
備
な
ど
、
様
々
な
有
形

・
無
形
の
経
営
資
源
と
社
会
的
信
用
が

存
在
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
の
新
規
事
業
の
展
開
な

の
で
、
創
業
と
は
ま
っ
た
く
異
な
る
も

の
で
あ
り
新
規
事
業
の
不
振
が
経
営
を

脅
か
す
な
ど
、
本
末
転
倒
で
す
。

　

新
規
事
業
の
経
験
は
な
く
と
も
、
既

存
事
業
に
お
け
る
新
製
品
の
開
発
は
多

く
の
企
業
が
手
掛
け
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
若
干
の
当
た
り
は
ず
れ
は
あ
っ
た

と
し
て
も
、
既
存
商
品
を
１
０
０
％
と

す
る
と
、
新
製
品
の
成
功
率
は
80
％
程

度
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

で
あ
れ
ば
、
新
規
事
業
の
成
功
確
率

は
50
〜
80
％
と
い
う
の
が
実
態
と
予
測

で
き
ま
す
。
正
し
い
プ
ロ
セ
ス
を
正
し

い
や
り
方
で
進
め
れ
ば
、
成
功
の
確
率

は
高
ま
っ
て
行
く
の
で
す
（
図
1
）。

●
多
く
の
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ

　

淘
汰
さ
れ
て
い
く

　

皆
さ
ん
も
「
新
規
事
業
は
千
三
つ
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

が
50
％
に
も
満
た
な
い
事
業
に
取
り
組

も
う
と
判
断
す
る
経
営
者
が
い
る
は
ず

も
あ
り
ま
せ
ん
。
見
立
て
の
精
度
の
差

こ
そ
あ
れ
、
実
際
は
そ
れ
ほ
ど
低
く
は

な
い
は
ず
で
す
。
で
は
、
な
ぜ
難
し
い

と
い
う
誤
解
が
生
じ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
、
最
大
の
要
因
を
「
新
規
事
業

と
創
業
の
混
同
」
と
考
え
ま
す
。

●
「
創
業
」
と
は

　

新
し
く
会
社
を
興
し
事
業
を
始
め
る

こ
と
で
す
。

　

固
定
の
売
上
は
も
と
よ
り
、
オ
フ
ィ

ス
な
ど
の
設
備
、
社
員
、
取
引
先
、
信

用
な
ど
経
営
に
必
要
な
リ
ソ
ー
ス
が
皆

無
の
状
態
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
す
。
開

業
資
金
が
尽
き
る
ま
で
に
、
安
定
的
な

収
益
の
仕
組
み
が
構
築
で
き
る
か
、
ひ

と
え
に
時
間
と
の
勝
負
で
す
。

　

新
規
開
業
し
た
会
社
が
5
年
後
に
生

き
残
る
確
率
は
〝
僅
か
15
％
程
度
〟
で

あ
り
、
こ
れ
は
確
か
に
難
し
い
で
す
。

●
「
新
規
事
業
」
と
は

　

既
存
事
業
を
持
つ
企
業
が
、
さ
ら
な

る
発
展
を
期
し
て
手
掛
け
る
事
業
の
こ

と
で
す
。

図 1　難易度のイメージ

・・・・・・・・・・・  15％

低

高

難 

易 

度

新製品導入

新規事業

創　業

既存事業 ・・・・・・・・・・ 100％

・・・・・・・・・・・  80％

・・・・・・・・・  50％
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原作／弓削 徹
製造業マーケティングコンサルタント
日本工業大学 技術経営研究科教授
URL   www.yugetoru.com

E-mail   info@yugetoru.com

マンガ／森元 智
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第4回

実
物
展
示
の
強
さ
と
弱
さ

　展示会の大きなメリットは、実物を見せて、直に触
ってもらい、理解してもらえることです。では、「三
種の神器」の一つである実物展示は、どうすれば最大
限に活用することができるのでしょうか。共同出展と
いう限られたスペースで来場者を引きつけるには、ど
んなノウハウがあるかを見ていきましょう。

http://www.yugetoru.com
mailto:info@yugetoru.com


先
代
が

入
院
の
最
中
に

怪
我
で
済
ん
だ
も
の
の

奥
様
ま
で
が
…

そ
の
影
響
か

や
は
り
社
内
の

雰
囲
気
も
悪
い
な

…
…

今私
に
で
き
る
事
は

何
か
…
？

社
長
（
リ
カ
子
さ
ん
）
は

出
社
さ
え

ま
ま
な
ら
な
い

大
変
な
状
況
だ

う
む

確
か
に
今
は

我
々
が
創
業
家
を

サ
ポ
ー
ト
す
べ
き
で
す
ね

で
、
何
を

し
よ
う
と
？

社
長
の

希
望
ど
お
り

展
示
会
に

出
展
し
よ
う
と

思
う
ん
だ
！

ま
た

展
示
会
〜
？

他
に
も

サ
ポ
ー
ト
す
べ
き

事
は
あ
る
と

思
い
ま
す
が
ね
ぇ
〜

タシカ工業 工場長
藤島 啓太



■ 発　　送：原則注文受付後の翌営業日（平日）に発送。

■ 支払方法：銀行振込。商品発送時に請求書を同送いたします。 

■ 価　　格：1冊  700 円 （定価 500 円 ＋ 税）（＋ 送料150 円）
　　　　　　10冊以上ご注文の場合は 1冊  550 円（税込）、送料は無料です。
　　　　　　20冊以上ご注文の場合には割引有。

■ 価　　格：セット販売　1冊  2,450 円 （税＋送料込）
　　　　　　本誌のみ　1冊  1,900 円（税込）（＋ 送料150 円）

※その他、バックナンバーのご注文もお待ちしております。
※ご注文はメールでも承ります。kinchu@map-net.org までお申込ください。
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